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手づくりジャンボ紙芝居

で伝える椋文学

椋鳩十記念図書館 大原文男
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喬木村って

○ 人口 約６，６００人

○ 伊那谷を流れる天竜川の東岸に位置する

○ イチゴ狩り 阿島傘 果物や市田柿

○ 児童文学者 椋鳩十の生誕地



{

椋鳩十

（１９０５～１９８７）



{

椋鳩十（本名久保田彦穂）
○喬木村に誕生 1905年（明38）

○飯田中学卒業 1923年（大7）

○法政大学文学部卒業 1930年（昭5）

○加治木高等女学校勤務1930年（昭5）

○鹿児島県立図書館長 1947年（昭22）

○鹿児島女子短期大学教授1967年(昭42)

○喬木村に別荘を新築 1979年（昭54）

○1987年（昭62）鹿児島にて永眠（82歳）



詩・エッセイなどを含めると１，４００作品



ふるさと喬木村での初講演会 昭和３９年

「母と子の２０分間読書」を提唱 図書館長時代



母校喬木第一小学校での授業（昭和６２）



○ 小中学校・図書室へ自著作品１００冊寄贈

（講演記念）

○「椋鳩十全集」（全２６巻）を学校と公民館
１６分室へ配本。
○ ＰＴＡや公民館で椋文学読書会が活発にな
り、椋鳩十記念図書館建設の気運が高まる。

○ 公民館教養部椋文学「絵話の夕べ」
○ 椋鳩十夕やけ祭・読書感想文コンクール
○ 椋文学ふれ愛散策路・文学碑建設

椋の想いを受け継ごう



椋鳩十記念館・記念図書館 平成４年開館

現在 蔵書約８万冊 （子どもの本３万４千冊）



「全村読書の日」を年２回

・６月９日 （椋の日）
・８月１０日（鳩十の日）こども図書館まつり
・夏休み絵話の夕べ（巡回 公民館活動）

・椋鳩十夕やけ祭
・椋鳩十賞読書感想文コンクール
・ＰＴＡ主催「親子で椋文学に親しむ会」
・喬木第一小学校「椋先生の日」
・椋文学夏期講座



教養部制作の絵ばなしの絵 昭和５４年～



迷いネコがネコ館長に（ムクニャン）
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かば森をゆく



会場で上演









































おわり


